







































































































































































































































































































































































































































































































































































太夫, 21代木村庄之助著)の年月は正しく, 『軍配六十年』 (庄三郎, 19代
式守伊之助)の年月は間違っていると解釈したが,この判断が正しいかど






ここに記載した以外にも,新聞や雑誌『相撲』, 『大相撲』, 『野球界』 (相

















藤島秀光,昭和16年, 『近代力士生活物語』 //// 『力時代の思い出』 (昭和16年),国民
体力協会.
根間弘海, 1998, 『ここまで知って大相撲通』,グラフ社.
根問弘海, 2006, 『大相撲と歩んだ行司人生51年』, 33代木村庄之助と共著,英宝社.
根問弘海, 2007, ｢行司と草履｣ 『専修経営学論集』第84号, pp.185T218.
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根間弘海, 2007, ｢幕下格以下行司の階級色｣ 『専修経営学論集』第84号, pp.219-240.
根間弘海, 2007, ｢立行司の階級色｣ 『専修人文論集』第81号, pp.67-97.
根問弘海, 2007, ｢緋扉と草履｣ 『専修経営学論集』第85号, pp.43-78.
根間弘海, 2008, ｢明治43年以前の紫房は紫白だった｣『専修経営学論集』第87号, pp. 77-
126.








































































































































































































































































































































































著, p.87)にも言及されている｡拙稿｢緋房と草履｣ (2007), ｢立行司の階級色｣
(2007), ｢明治43年5月以降の紫と紫自｣ (2008)などでも触れている｡なお, 『大





12) 『相撲と野球』 (昭和18年1月号)の｢故木村清之助のことなど｣ (p.44))でも
｢現役行司の最長老であり立行司として木村庄之助を継ぐべきを,自分は老齢にし
てその任にあらずと常に辞退し,緋総の行司として後進の指導に当たっていた｣
と記されている｡
13)三役格がいつから草履を履けなくなったかは,分からない｡立行司に次ぐ準立
行司が｢三役格｣だったころは草履を履けたが,その準立行司がいつ正式に廃止
されたのかがはっきりしない｡草履を許された三役格とそうでない三役格を廃止
した明確な時期があったのかどうかさえはっきりしないのである｡
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14)大阪から東京へ移った当初から上の位階に昇格することを本人が辞退していた
かどうかがはっきりしない｡実際,大阪出身の行司の査定や活之助の降下に関し
ては同情すべきこともあったらしい｡それについては,たとえば, ｢相撲界秘記｣
(『夏場所相撲号』,昭和2年5月, pp.122-4)や｢角界秘密暴露記｣ (『夏場所相
撲号』,昭和3年5月凱　p.119)にも述べてある｡ ｢大相撲太平記(22)｣ (p.41)
にも同じ趣旨の内容があるが,これは｢相撲界秘記｣や｢角界秘密暴露記｣を参
考にしてある｡
15)昭和2年春場所では幕内格,つまり紅白房である｡大正15年の行司審査のとき,
実際の｢幕内格｣だったかどうかに関しては,まだ資料で確認していない｡大正
末期に三役格に昇進していたなら,昭和2年春場所番付では一枚格下げされたこ
とになるが,三役格から幕下格へ格下げされたということを述べである資料は見
たことがない｡
16)玉光(のち重松)は昭和10年5月場所後,緋房に昇進している｡昭和8年夏場
所,重松から玉二郎に改名し,のち13代玉之助となった｡
17)これは, 『都』 (大正15年1月6日)でも確認できる｡
18)これに関しては,たとえば, ｢大相撲太平記(13)｣でも本人自らが認めている｡
19)林之助は｢大正13年夏場所｣に幕内ドン尻に付け出されたと書いてある文献も
あるが,それは本人が後で修正しているように, ｢大正14年春場所｣の間違いであ
る｡たとえば, ｢大相撲太平記個｣ (p.43)でも｢大正13年夏場所｣とあるが,こ
れはもちろん,勘違いによるミスである｡なお,林之助を｢三役格｣に付け出す
との噂があったらしいが,それについて｢大相撲太平記個｣ (p.43)にも少し言
及されている｡結局,幕内格として付け出されている｡
20)これは,後藤氏(28代木村庄之助)の証言である｡
21)その時期は,おそらく,大正15年春場所だと推測している｡というのは,庄三
郎も大正15年春場所に三役格に昇格したはずだからである｡もし庄三郎が大正14
年春場所,三役格に昇格したならば,一枚上の林之助も同じ年月に昇格したはず
だ｡しかし,すぐ後で触れるように,その可能性は非常に少ない｡
22)木村庄三郎は大正15年1月,木村玉治郎から改名しているが,説明の便宜上,
木村庄三郎を使う｡
23)庄三郎と勘太夫の三役格昇進は協会で認め,本人に通知したが,昭和2年春場
所まで吉田司家の免許が下りなかったかもしれない｡そのため,三役格昇格は非
公式扱いとなり,昭和2年春場所には結果として幕内格に降格されたかもしれな
い｡
24)庄三郎は十両時代,金吾と名乗っていた｡
25)人正15年春場所の三役格昇格は協会だけの許吋だった可能性がある｡吉田司家
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から三役格の許しがあったなら,それを対談などでも語っているはずだ｡これを
裏付ける資料を見つけようと努めているが,今のところ,まだ見つけていない｡
26)庄三郎は大正4年(玉治郎のころ),紅白房を許されているので,伊之助が語っ
ているように,実際は約10年かかっている｡
27)庄三郎が大正15年春場所,三役格に昇格したとする資料はこれしか見たことが
ない｡他の資料では｢大正14年春場所に三役格昇格した｣となっている｡それを
ただす意味でも,この資料は貴重である｡
28)これは行司定年制が実施されたころ, 『いはらぎ』新聞に掲載された対談記事を
抄録したものである｡
29)幕下格は昭和以前でも足袋をはくことはできない｡それができるのは,卜両格
以上である｡これは現在でも変わらない｡
30)木村玉光は昭和5年1月,木村垂政と改名している｡
31)二段目から三段目に格下げされる理由としては他に,黒星数の影響も考えられ
るが,それはおそらく原因ではないであろう｡というのは,木村林之助と木村玉
光二人が同時に格下げされているからである｡
32)これは二度日の｢三役格｣昇進である｡一度目は,大正15年1月である｡昭和
2年1月,三役格から幕内格に格下げされている｡昭和10年5月が正確な年月な
のかどうかは,必ずしもはっきりしない｡それより以前だという文献もある｡昭
和10年5月,三役格に昇進したとしても,番付ではそれを明確に確認できない｡
というのは,記載に関する限り,それ以前の番付と何の変化もないからである｡
33)春場所は1月にも番付が発表されたが, 『行fll名鑑』にこの1月場所の記録はな
い｡
